
委員会等の構成が決まりました

正副議長正副議長 ２年目を務めます２年目を務めます

令和８年１月臨時会（１月16日）の概要令和８年１月臨時会（１月16日）の概要

総務企画警察委員会総務企画警察委員会

◎加藤　康治（公） ○垣内　将邦（自） 西沢　正隆（自） 寺沢　功希（自） 荒井　武志（改）

林　和明（改） 小林　あや（新） 両角　友成（共） 小林　君男（無）

◎大井　岳夫（自） ○グレート無茶（新） 服部　宏昭（自） 宮本　衡司（自） 向山　賢悟（自）

続木　幹夫（改） 小林　陽子（改） 勝野　智行（公） 和田　明子（共）

◎宮下　克彦（自） ○奥村　健仁（新） 萩原　清（自） 佐々木　祥二（自） 山岸　喜昭（自）

酒井　茂（自） 小林　東一郎（改） 花岡　賢一（改） 清水　純子（公） 毛利　栄子（共）

◎山口　典久（共） ○早川　大地（自） 堀内　孝人（自） 共田　武史（自） 竹内　正美（自）

髙島　陽子（改） 竹村　直子（改） 清水　正康（新） 川上　信彦（公）

◎望月　義寿（改） ○青木　崇（自） 丸山　栄一（自） 丸茂　岳人（自） 佐藤　千枝（改）

百瀬　智之（新） 藤岡　義英（共） 宮澤　敏文（無）

◎山田　英喜（自） ○丸山　寿子（改） 風間　辰一（自） 小池　清（自） 大畑　俊隆（自）

埋橋　茂人（改） 小池　久長（新） 小山　仁志（新） 勝山　秀夫（公）

　県行政の総合的な企画調整、地域振興、県財政の状況、公共交通の確保、国際交流の推進、
犯罪・交通事故・少年非行の防止などについて調査や議案等の審査をします。

県民文化健康福祉委員会県民文化健康福祉委員会
　地域の芸術文化の振興、子どもの育成支援、高齢者・児童・障がい者などの福祉、健康
づくりの推進や医療の整備、食品衛生などについて調査や議案等の審査をします。

農政林務委員会農政林務委員会
　農業・水産業の振興、農村の活性化、林業の振興、山村の活性化、森林整備の推進、農
林業の災害対策などについて調査や議案等の審査をします。

産業観光企業委員会産業観光企業委員会
　商工業・サービス業の振興、雇用や労働対策、観光・スポーツの振興、公営事業（電気・水道）
の運営などについて調査や議案等の審査をします。

環境文教委員会環境文教委員会
　地球・自然・生活環境の保全、廃棄物対策、学校教育の充実、生涯学習の推進などにつ
いて調査や議案等の審査をします。

危機管理建設委員会危機管理建設委員会
　消防・災害対策、都市計画の策定、道路・河川・県営住宅などの建設や管理、建築物に
関する指導、景観育成などについて調査や議案等の審査をします。

議　長
依田　明善（自）

副議長
中川　博司（改）

◎ 委員長　○ 副委員長

自由民主党県議団
改 革 信 州
新 政 策 議 員 団
公明党長野県議団
日本共産党県議団
無 所 属

・・・（自）
・・・（改）
・・・（新）
・・・（公）
・・・（共）
・・・（無）

　議会の運営が円滑に行われる
よう日程などを協議します。ま
た、議会の規律、諸規程などに
ついても話し合います。

◎竹内　正美
○佐藤　千枝
　宮本　衡司
　大井　岳夫
　山田　英喜
　青木　　崇
　荒井　武志
　続木　幹夫
　清水　正康
　加藤　康治
　和田　明子

（自）
（改）
（自）
（自）
（自）
（自）
（改）
（改）
（新）
（公）
（共）

　共田　武史 （自）

議会運営委員会

監査委員

　国の補正予算を最大限活用し、今般策定した「暮らしを守り、未来を創る長野県総合経済対策」を実行するために必要な予算について審議しました。
　本会議での質疑（５名）及び委員会審査では、成長期待分野等への投資促進やバス・タクシードライバーの確保などについて活発に議論し、補正予算案２件を原案のとおり可決しました。

令和８年２月定例会（２月13日～３月12日）の概要令和８年２月定例会（２月13日～３月12日）の概要
　人口減少など時代の大転換期を迎える中、対話と共創に努め、県民起点・現場重視で、確かな暮らしを守り、ゆたかな社会を創るため、しあわせ信州創造プラン3.0を着実に推進するの
に必要な経費を盛り込んだ総額１兆658億5,189万円余の令和８年度一般会計当初予算案などの議案が、知事から提出されました。
　本会議での代表質問（３名）、一般質問（35名）や委員会審査では、産業の振興・地域経済の活性化や地域医療の確保など、様々な課題について活発に議論しました。
　審議の結果、令和８年度一般会計予算案など79件を原案のとおり可決、同意しました。
　議員及び委員会提出議案は、規則案１件、決議案１件、意見書案10件を可決しました。

お気軽に
傍聴にお越し
ください！

令和８年（2026年）４月19日（日）発行

171171
（令和８年３月12日現在）
現員56人（欠員１人）

定数　57人
自由民主党県議団
改 革 信 州
新 政 策 議 員 団
公明党長野県議団
日本共産党県議団
無 所 属

24人
13人
7人
5人
5人
2人



本会議での主な審議 ・・・議員の質問質疑・・・議員の質問質疑Q ・・・知事・部長等の答弁・・・知事・部長等の答弁A

最近の議会の取組 長野県議会では、県民に身近で開かれた議会となるよう、様々な活動に積極的に取り組んでいます。

　賃上げ環境の整備促進、省エネ・省力化設備の導入支援の拡充によ
る経営改善の後押しのほか、中山間地域の暮らしに欠くことのできな
いインフラである給油所維持の支援、若者・女性を巻き込んで商店街を
活性化する取組の拡充などを行うほか、地域産業を担う人材の確保等
のため、兼業・副業人材の活用促進等を図っていく。
　こうした施策をしっかりと活用いただけるようＰＲを行い、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を応援していく。

　中山間地では人口減少と産業基盤の弱体化が同時に進行してい
るが、中小企業・小規模事業者に対する支援策をどのように強化
していくか。

Q

A

　国における「強い経済」の実現に向けた動きも捉えながら、企業
の成長分野への参入等の促進、ＡＩなど最先端分野への技術支援の
強化、海外や新市場への販路開拓支援などの視点で、「稼ぐ力」の
向上に向けた取組を重点的に支援していきたいと考えている。
　オンリーワンの製品づくりやブランド化などを通じて付加価値を
高めていけるよう支援を行い、県内産業全体の競争力強化を図るこ
とで、県民の真に豊かな暮らしの実現につなげていきたい。

　県内産業の「稼ぐ力」を、どのような視点で重点的に投資・支援して
いくか。Q

A

産業の振興・地域経済の活性化議論

1

　松本食肉施設の閉鎖という大きな転換期に当たり、県として取り組
むべきことを「畜産業の持続的な発展に向けた支援策」として取りまと
めた。
　生産者をはじめとした畜産関係者が将来に希望を持てるよう、令和
８年度からの５年間を「重点支援期間」と位置付けて、付加価値・生産
性の向上や流通拡大等に対する支援を行うとともに、松本食肉施設の
閉鎖に伴う影響の緩和策を実施するなど、内容・規模ともに踏み込んだ
支援を行っていきたい。

　多くの畜産農家が離農する中で、畜産の維持に向けた振興策に
どう取り組んでいくか。Q

A

　地元特産ワインをアウトドアで楽しむイベントや、信州サーモンの
新メニュー開発など、地域の特色を生かした取組を支援しているほか、
大型商業施設で地産地消の推進イベントを開催し、来場者からは「こ
れからも信州産を選んで購入したい」との声が寄せられるなど、着実
な啓発効果を確認している。
　今後も地域と連携したＰＲ活動やイベントのさらなる充実などによ
り販売促進を図り、農業所得の向上と地域の活性化につなげていく。

　地元と連携した農産物のブランド発信は、ブランド力向上や販売促
進に有効と考えるが、県の取組状況はいかがか。Q

A

畜産業・農業の振興議論

2

　実証を行う学校は、多様な科目設定や十分な教員配置が難しい全日
制の中山間地校４校、定時制３校を予定しており、配信する教科・科目
は数学、英語など４教科６科目を想定している。
　担当教員の授業時間は１日あたり２コマ程度とし、それ以外の時間
は生徒の実情把握や教材研究等に充てるほか、拠点となる総合教育セ
ンターと連携して効果的な遠隔授業に向けたカリキュラムの開発を行
う予定である。

　令和８年度から授業配信の実証研究を行うとのことだが、どの
ように実施し、担当教員はどのような業務を行うのか。Q

A

　全市町村と県が協働で運営する、全国で初めての仕組みとして
サービスを開始して以来、登録者数は３万人超、累計貸出数は 29
万冊超となっており、幅広い世代に活用されている。
　今後は、多文化共生や読書バリアフリーの観点から、多様なジャ
ンル・言語の電子書籍の充実や、障がい者とその家族を対象とした
利用体験会の拡充などを進めるとともに、市町村が保有する地域資
料の電子化を進め、地域の知の蓄積と発信につなげていく。

　市町村と県による協働電子図書館「デジとしょ信州」の活用状況と、
今後の方向性はいかがか。Q

A

教育・学びの充実議論

3

　医療のデジタル化は県の重要施策に位置付けており、地域の実情に
応じた活用を一層進めていく必要があると考えている。オンライン診療
は医師が得られる情報に限りがある一方、患者・医師双方の移動負担
の軽減といった利点があり、それぞれの特性を適切に組み合わせるこ
とが重要である。こうした考え方を医療機関等と共有し、安全性や質の
確保といった課題を踏まえながら、現場での理解と実践が進むよう取
り組んでいく。

　これまでの対面診療中心の仕組みに加え、オンライン・在宅・
通院を組み合わせた新しい医療の形を取り入れていくことが必要
ではないか。

Q

A

　総合診療医の育成は、現在、認定施設ごとの独自のプログラムに
より行われており、県全体で育成を進めるには、医療機関の連携や
育成後の配置の考え方などについて関係者で情報共有や整理をしっ
かりと行う必要がある。まずは認定施設が情報共有する場を設定す
るとともに、県内全域で総合診療医が活躍できるよう、その他の支
援についても関係者の意見を聞きながら検討していく。

　高齢者人口がピークとなる2040年に向けて、総合診療医の育成を
戦略的に進めていくことが重要ではないか。Q

A

地域医療の確保議論

4
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　１月23日（金）に、飯田高校に出向いて、高校生17名と「南信州の未来」や「飯田高校の
魅力化」などのテーマについて意見交換を行いました。
　高校生からは、「リニアの開業に向けて、飯田・下伊那の知られていない魅力を発見し、
県内外に発信していきたい」といった意見や、「飯田高校が存在し続けるためには、都市
部の高校に負けない魅力を発信していく
必要がある。ここでしか学べないこと、体
験できないことを探り、磨いていくことが
必要だ」といった意見が出されました。
　議長からは、熱心で活発な意見交換が
行われたことに対する感謝の言葉とあわ
せて「これからの主役は皆さんです。より
魅力的な長野県を一緒につくっていきま
しょう」とのコメントがありました。

飯田高校で「おでかけ意見交換会」を実施しました

高校生フォトコンテストを
開催します

長野県公式LINEでの発信を始めます

６月定例会日程（予定）
▽６月18日(木)　開会
▽６月23日(火)～26日(金)
　一般質問及び質疑　 　
▽６月29日(月)～７月１日(水)　各委員会
▽７月２日(木)　総務企画警察委員会
▽７月３日(金)　閉会

【会期16日間】

令和8年2月定例会で可決した議員等提出議案一覧令和8年2月定例会で可決した議員等提出議案一覧 意見書は国に提出し、実現を求めました。

・北朝鮮による日本人拉致問題の解決に向けた機運の醸成に関する決議
・聴覚障害の認定に係る制度の見直しを求める意見書
・北朝鮮による日本人拉致問題の解決に向けた取組の更なる推進を求める意見書
・県立高校の再編・整備に伴う財政支援の強化を求める意見書
・公平かつ健全な公的医療保険制度の運営に向けた慎重な議論を求める意見書
・議会との連携による主権者教育の推進を求める意見書

・就労意欲のある難病患者等への支援の強化を求める意見書
・登山道の維持・管理に関する法制度の整備を求める意見書
・地域の実情を踏まえた減税に係る慎重な議論を求める意見書
・脳脊髄液減少症患者の救済に向けた仕組みづくりを求める意見書
・非核三原則の堅持を求める意見書
・長野県議会会議規則の一部を改正する規則

議員提出議案

委員会提出議案

議会活動の情報を
発信しています。
ぜひご覧ください。

議会の傍聴に
ぜひお越しください。
各種サービスは
こちらから。県議会

ホームページ 県議会Ｘ 託児サービス

子育て中の方も
大歓迎です！

本会議に加えて、
委員会でも利用
可能になりました

手話通訳
要約筆記

「こんにちは県議会です」は、県議会定例会後に発行しています。

議会の傍聴について
請願・陳情について
議会の広報について

総務課　☎026-235-7411
議事課　☎026-235-7017
調査課　☎026-235-7414

お問い合わせ

インターネット
中継も

やってます！

長野県議会のホームペー
ジやパンフレットなどに掲
載する写真を、高校生の
皆さんから募集します。

定例会のお知らせなどを発信していく予定です。友だち追加をお願いします！
LINEアプリの「友だち追加」から右記の二次元コードを読み取り、
「長野県」を追加またはＩＤ検索に「@nagano.pref」を入力して追加
「受信設定」で「長野県の行政情報」を選択

応募方法などはこちらから
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